
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 両会場とも、参加費は事前のお申し込みとお振り込みをお願いいたします。 

 東日本大震災後電力事情が様変わりしている。電力不足は深刻だが、原発への依存が危ぶまれ、再生可能エネル

ギーへの期待が極めて高くなってきた。廃棄物の未利用、ごみの不十分な活用の現状から、廃棄物の持っているエ

ネルギーのポテンシャルを最大限に活用する方策が求められる。そこでごみ・産業廃棄物をエネルギーとして活用

という観点から、国の政策担当者、地方自治体のごみ処理担当者、プラントメーカ、ヨーロッパのこの分野の専門

家を交えて、現状の情報を発信し疑問に答える場を提供したい。 

 

「低炭素社会の実現に向けて」 
～東日本大震災後の対応～ 

平成 23 年度 鳥取環境大学 特別企画シンポジウム 

日 時：平成 23 年 11月 17日（木）13：30～16：30 

場 所：（株）機械工具会館６Ｆホール 

        （JR田町駅より徒歩７分/都営三田線・浅草線三田駅より徒歩 5分） 

定 員：100名（定員になり次第締め切ります） 

参加費：会  員  ￥5,000（協賛団体、協力団体の会員） 

    非 会 員 ￥10,000 

    自治体職員  ￥4,000 

    学  生  ￥3,000 

 

１． 開会の挨拶                    鳥取環境大学 学長 古澤 巌 

２． 基調講演「低炭素社会の実現に向けて」 
鳥取環境大学サステイナビリティ研究所 所長 田中 勝 

３． 国の政策解説「我が国の廃棄物発電推進施策」 
環境省廃棄物・リサイクル対策部 廃棄物対策課長 山本 昌宏 

４． 地方行政解説「地方自治体のごみ発電による電力供給増量の試み」 
東京二十三区清掃一部事務組合施設管理部発電計画担当課長 高橋 雅彦（東京会場） 

大阪市環境局施設部長 蓑田 哲生（大阪会場） 

５． 技術解説「廃棄物の高効率発電による、電力供給の最大化、最適化への技術対応」 
（社）日本環境衛生施設工業会技術委員会委員長 薄木 徹也（東京会場） 

（社）日本環境衛生施設工業会技術委員会副委員長 宇野 晋（大阪会場） 

６． 現地からの報告「欧州、特にドイツのごみ処理、ごみ発電事情」 
ジャパンコンサルタント代表（ドイツ在住） ラルフ・エイセン 

７． パネルディスカッション「東日本大震災後の対応」 
座長：田中 勝、パネラー：上記講演者 

プログラム 

日 時：平成 23年 11月 22日（火）13：30～16：30 

場 所：大阪府商工会館６Ｆ 

（地下鉄御堂筋線/中央/四ツ橋線本町駅 17番出口直結） 

定 員：100名（定員になり次第締め切ります） 

参加費：会  員  ￥5,000（協賛団体、協力団体の会員） 

    非 会 員 ￥10,000 

    自治体職員  ￥4,000 

    学  生  ￥3,000 

11/17     
東京会場 

11/22 
大阪会場 



Ｆａｘ：086－239－5303 
申し込み締め切り：平成 23年 11月 12日（土） 

 

 

 

参 加 申 込 用 紙 

連  絡  先 

所   属  

住   所 
〒 

 

電 話 番 号  E-mail  

参加費 

振込予定日 
2011年   月    日 

参加費 

合計金額 
  円 

ふ り が な  

□ 会 員  

□ 非会員 

□ 自治体職員 

□ 学 生  

□ 要請求書 

□ 要領収書 

※領収書は 

当日お渡しい

たします。 

氏   名 

（参加代表者） 
 

他 参 加 者 名 

氏
ふり

 名
がな

 ２    

氏
ふり

 名
がな

 ３  

<参加費>  会員（協賛団体、協力団体の会員）：５,０００円、 

          非会員：１０,０００円、 自治体職員：４,０００円、 学生：３,０００円 

<振込先> りそな銀行 芝支店（普）１４９０７６８ ｶ)ﾊｲｷﾌﾞﾂｺｳｶﾞｸｹﾝｷｭｳｼｮ 

※振り込み名義は、参加代表者氏名(ふりがな)でお願いします。 

 

「鳥取環境大学」(http://www.kankyo-u.ac.jp/)または「廃棄物工学研究所」 (http://www.riswme.co.jp/)ホ

ームページより「参加申込用紙」をダウンロードし、メールまたは FAX にて下記までお申し込みください。 

 

申し込み方法 

〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中 1-1-1 岡山大インキュベータ 202 
TEL/FAX 086-239-5303 メール：ri81swme@cc.okayama-u.ac.jp 

株式会社廃棄物工学研究所 シンポジウム事務局担当 大畑（おおはた）・福池 

主催：鳥取環境大学、㈱廃棄物工学研究所    
協賛：(財)日本環境衛生センター、(財)日本産業廃棄物処理振興センター、（財）廃棄物研究財団、（財）産業廃棄
物処理事業振興財団、(社)プラスチック処理促進協会 
協力：(社)環境衛生施設維持管理業協会､(公社)全国産業廃棄物連合会、(社)全国都市清掃会議、(社)日本環境衛
生施設工業会、(社)日本産業機械工業会、(社)日本廃棄物コンサルタント協会、(社)廃棄物資源循環学会、有害・
医療廃棄物研究会、ごみ焼却余熱有効利用促進市町村等連絡協議会、産業廃棄物処理業経営塾、フォーラム環境塾・
NPO 法人都市環境フォーラム 
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 シンポジウム「低炭素社会の実現に向けて」 
～東日本大震災後の対応～ 

 

※ どちらかを☑でお選びください。 

□ 平成２３年１１月１７日（東京会場）へ参加を希望する。 

□ 平成２３年１１月２２日（大阪会場）へ参加を希望する。 

http://www.kankyo-u.ac.jp/
http://www.riswme.co.jp/
mailto:ri81swme@cc.okayama-u.ac.jp

